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図 1 ： 既婚者の大掃除実施率 

 

 

 

図 3 ： 既婚者が大掃除に費やした日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 ： 既婚者が大掃除した理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2013 年末の大掃除の実態を見ると、全ての年代で未婚者よりも既婚者の方が、大掃除実

施率が高いことが分かりました。また、既婚者が大掃除をした理由は、「普段の掃除で行き

届かないところをキレイにしたい」が最も高く、未婚者を 6 ポイント上回りました。日常

の掃除が行き届いていないことを把握した上での回答なので、既婚者は日頃から掃除の意

識が高いことがうかがえます。さらに、「1 日」で大掃除をした割合は未婚者より低く、複

数の日数をかける傾向があります。結婚を機に住環境への意識が高まった結果、大掃除の

実態にも影響していると考えられます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  既婚者の大掃除実態 

結婚を機に衛生意識が変化。普段の掃除を補完するため大掃除を実施。 
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図 6 ： 既婚女性が下記の場所を担当した理由 

 

 

 

 

 

 

図 4 ： 既婚者が大掃除で担当した場所 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 ： 既婚男性が下記の場所を担当した理由 

 

 

 

 

 

 

窓・網戸 （%） 浴室 （%）

家族がしない／できない場所だから 39.9 家族がしない／できない場所だから 27.8

指示された場所だから 20.2 指示された場所だから 20.5

一番汚れている場所だから 17.6 一番汚れている場所だから 15.1

(n=346) (n=317)

キッチン （%） トイレ （%）

自分が一番よく使う場所だから 73.6 家族がしない／できない場所だから 55.5

家族がしない／できない場所だから 31.9 自分が一番よく使う場所だから 22.7

一番汚れている場所だから 12.1 掃除の仕方が分かりやすいところだから 9.7

(n=667) (n=596)

2013 年末の大掃除を実施した既婚者を対象に、掃除を担当した場所と担当した理由を聞

いたところ、夫が担当した割合の高い場所は『窓・網戸』、『浴室』で、ともに理由は「家

族がしない・できない」からでした。一方、妻は「自分が一番よく使う」という理由から

『キッチン』、次いで「家族ができない・しない」という理由から『トイレ』を担当する割

合が高くなっています。この 2 ヵ所は、夫が担当した割合との差が大きい場所であり、中

でも『キッチン』は、夫が担当した割合の最も低い場所で、妻との差は 56 ポイントもあり

ました。『キッチン』は大掃除においてもいまだに“女の城”であることがうかがえます。 
また、夫が掃除を担当する場所は平均 3 ヵ所である一方、妻は平均 5 ヵ所と、約 2 倍の

差がありました。夫は「家族ができない」場所の掃除に奮闘していますが、担当する割合

や担当箇所の数では、まだまだ妻には敵わないようです。 

② 大掃除での夫婦の役割分担 

夫は家族のために掃除を頑張るも、まだまだ妻には敵わず。 
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図 7 ： 40 代の夫の満足度予想と 40 代の妻の満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 ： 配偶者に大掃除に参加してほしくない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013 年末の大掃除で、自分の大掃除の取り組みに対して配偶者が満足していると思うか

を聞いたところ、夫の 72.7％は「妻は満足したと思う」と回答しましたが、「夫の取り組み

に満足した」妻は 47.1％で、25 ポイントもの差が開きました。中でも、40 代はその差が最

も大きく、夫の満足度予想と妻の満足度の差は 31 ポイントにも上りました。大掃除の取り

組みへの評価に対しては、男女で大きな認識の違いがあるようです。 
また、次回の大掃除に配偶者に参加してほしいかの問いには、男女ともに 80％以上が「参

加してほしい」と答えましたが、一部の妻からは「参加してほしくない」という声も聞か

れました。その理由は「自分だけでできるから」が最も高く、とくに 40 代の妻は女性全体

の回答より 12 ポイントも高い結果となりました。過去の大掃除で、“夫が参加してくれな

かった”、“戦力にならなかった”などの経験から、このような回答になっているのではな

いかと推測します。 
妻の大掃除満足度を向上させるには、“積極的に大掃除に取り組んだか”がとても重要で

す。とくに 2013 年末に低評価となってしまった 40 代の夫たちは、2014 年末の大掃除で重

要な戦力であることを妻にアピールし、積極的に掃除に取り組んでみてはいかがでしょう

か。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 大掃除の取り組みに対する自己評価と配偶者の満足度 

 積極的な姿勢が妻の評価基準！40 代の夫は奮起が必要。 
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図 9 ： 大掃除で見えた配偶者の意外な一面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大掃除では、日頃は気付かない配偶者の意外な一面が見られるようです。配偶者の意外

な一面を発見した人のうち、「思っていたより丁寧だった」、「細部の汚れまでキレイにして

くれた」など、良い一面を見つけた人が 7 割に上り、とくに妻が夫の良い一面を見つける

ことが多いようです。しかし、中には「もう少し頑張ってくれると思っていた」、「意外と

雑だった」など、悪い一面を見てしまったという声もあるため、次回への教訓にしていた

だきたいものです。 
ぜひ 2014 年の大掃除では、配偶者の良い面を発見できるよう、夫婦一丸となって仲良く

大掃除に取り組んでみてください。 
 

 
〔夫→妻〕 

・すぐに飽きる。（28 歳・男性） 

・普段は細かいのに、大掃除のときは適当だった。（39 歳・男性） 

・床しか綺麗にせず、壁や天井、照明の傘はほったらかしだった。（51 歳・男性） 

・段取りが下手。（62 歳・男性） 
 

〔妻→夫〕 

・普段は私よりもしっかりしているのに、掃除はあまり要領がよくなかった。（28 歳・女性） 

・少し口出ししたらすぐに休憩する。（48 歳・女性） 

・一つの作業に時間を掛け過ぎる。（52 歳・女性） 

・自分は片付けないのに文句を言う。（61 歳・女性） 

  

【 調 査 概 要 】 

◆調査目的  ： 2013 年末の大掃除についての意識・実態把握 
◆調査対象  ： 20 歳以上の男女 
◆調査地域  ： 全国（エリア区分…北海道･東北･関東･中部･近畿･中国･四国･九州） 
◆調査方法  ： インターネットリサーチ 
◆調査時期  ： 2014 年 1 月 31 日（金）～2 月 3 日（月） 
◆サンプル数 ： 4,160 サンプル（うち既婚者 2,511 人）のうち、設問ごとに該当する数 

④ 大掃除で見えた配偶者の意外な一面 

 大掃除で配偶者の良い一面を発見。夫婦円満になるチャンス。 

〔夫→妻〕 

・意外と細かいところまで掃除してくれる。（29 歳・男性） 

・普段以上に積極的に取り組んでいた。取り掛かりるのも早めだった。（32 歳・男性） 

・「ここが汚れているとがっかりするよね。」と言いながら、お客さんの目線で掃除をしている妻を見直した。（47 歳・男性）

・根気強く掃除を続けていたこと。（54 歳・男性） 

・綿棒を使うなど、とても丁寧な掃除をしていた。（61 歳・男性） 
 

〔妻→夫〕 

・こんなに丁寧に細部まで掃除してくれるんだと感激した。（28 歳・女性） 

・普段はまったく掃除に協力しないのに、大掃除前は掃除用具の買い出しから張り切っていた。（34 歳・女性） 

・風呂場の壁や床のタイルのカビ取りは、私がするよりも綺麗だった。（44 歳・女性） 

・窓掃除は私が拭くより上手できれいになる。本人も好きな様子。（50 歳・女性） 

・窓や照明、外周りの掃除は自分の担当だと思っているようで、きれいに掃除してくれた。（62 歳・女性） 

意外と･･･丁寧、上手、几帳面、熱心だった！ 

 意外と･･･雑、段取り下手、適当、口だけだった･･･ 


